
三

災
害
の
発
生

南
海
大
地
震 、
暁
を
破
る

終
戦
直
後 、
人
々
は
衣
食
住
に
も
こ
と
欠
き 、

そ
の
日
の
生
活
に
先
行
き
の
見
え
な
い
状
況
が
続
い
て
い
た 。

終
戦
後
ま
だ
一

年
四
ヵ
月
し
か
経
っ
て
い
な
か
っ
た
冬
の
季
節 、

昭
和
二
十
一

（
一

九
四
六）

年
十
二
月
二
十
一

日
午
前
四
時
二
十
分 、

生
活
の
苦
境
に
追
い
打
ち
を
か
け
る

か
の
如
く 、

近
畿
・

四
園
地
方
に
大
地
震
が
起
き
た 。

極
め
て
激
震
で 、

木
造

家
屋
で
は
扉
や
窓
の
桟
が
歪
ん
で
戸
が
聞
か
ず 、

部
屋
か
ら
脱
出
も
で
き
な
い

ま
ま 、

お
ろ
お
ろ
し
て
い

た
人
た
ち
も
い
た 。

坂
出
市
の
被
害
状
況
も

深
刻
で
あ
っ
た 。
「
惨
状

は
ま
こ
と
に
見
る
に
し

の
び
な
い
程
の
大
被
害」

（
『
坂
出
市
報
』）

で 、

坂

出
港
西
岸
壁
は
崩
壊 、

臨

港
道
路
に
は
亀
裂
が
入

り 、
海
岸
線
各
所
は
崩
壊

塩
田
も
東
西
両
大
浜
・

林

田
浜
・

惣
社
浜
・

仲
桝
浜

の
各
堤
防
が
崩
壊 、

海
水

由

が
浸
入
し
て
沼
井
台
や
査

か
ん
す
い

が
浮
上
し
峨
水
溜
め
は
亀
裂
を
生
じ 、

流
失
し
た
峨
水
は
三

ぼ
っ
た 。

の

築
港
・

塩
田
の
ほ
か
横
津
川
両
岸
も
崩
壊
し 、

市
内
は
浸
水 、

死
傷
者
も
多

数
出
た 。

市
役
所
に
設
け
ら
れ
た
震
災
応
急
対
策
本
部
の
発
表
に
よ
る
と 、

死

者
一

七
人 、

重
傷
三
一

人 、

軽
傷
一

二
四
人 、

住
居
の
全
壊
一一
O
九
戸 、

半
壊

四
九

二
戸 、
一

部
損
壊
八
七
六
戸 、

そ
の
他
建
物
で
は
全
壊
三
八
五
戸 、

半
壊

四
九

二
戸 、
一

部
損
壊
九
六
三
戸
を
出
し
た 。

近
日
開
院
を
予
定
し
て
い
た
ば
か
り
の
市
立
病
院
の
医
師
・

看
護
婦
数
名
は

即
座
に
救
護
班
を
結
成
し 、

被
害
を
う
け
た
林
田
町
の
避
病
院
そ
の
他
へ
「
い

ち
早
く
か
け
つ
け」

て
い
る 。

役
場
で
は
市
長
職
空
席
（
退
職
中）

の
な
か 、

助
役
を
先
頭
に
被
害
者
の
救
助
や
保
護 、

応
急
物
資
の
手
配
や
配
給
な
ど 、

応

急
対
策
に
奔
走 、

二
十
三
日
に
は
助
役
が
県
庁
を
訪
ね
て
被
害
状
況
を
報
告 、

同
日 、

坂
出
港
振
興
協
会
も
役
員
会
を
開
い
て 、

岸
壁
の
復
旧
並
に
今
後
の
対

策
に
つ
い
て
協
議 、

二
十
四
日
助
役
は
擢
災
死
亡
者
の
弔
問 、

二
十
五
日
に
は

臨
時
町
内
会
会
長
会
議
や
市
参
事
会
が
開
催
さ
れ 、

対
策
を
協
議
し
て
い
る 。

市
長
代
理
・

三
谷
需
畿
の
提
出
し
た
昭
和
二
十
二
年
度
当
初
予
算
の
な
か
で
’

「
災
害
復
旧
費」

が
総
額
の
四
O
%
を
占
め
て
い
た 。

坂
出
港
の
復
旧
工
事
は

二
十
二
年
三
月
に
着
工
さ
れ
た 。

同
じ
頃 、

松
山
村
で
も
青
海
川
河
口
の
復
旧

工
事
に
着
手
し
て
い
る 。

毎
年
の
ご
と
く
襲
来
す
る
台
風
・

豪
雨

大
地
震
に
次
い
で 、

台
風

の
襲
来
が
人
々
を
脅
か
し
た 。

戦
後 、

連
合
国
軍
占
領
下 、

毎
年
の
知
く
襲
来

す
る
台
風
に
は
欧
米
の
俳
優
や
女
優
の
名
が
付
け
ら
れ 、

昭
和
二
十
四
（
一

九

四
九）

年
の
へ
ス
タ
l

台
風 、
二
十
五
年
の
へ
ン
リ
l

台
風 、
ジ
ェ
l

ン
台
風 、

キ
ジ
ア
台
風
な
ど
と
呼
ば
れ
た 。

台
風
は
戦
後
に
限
ら
ず 、

戦
前
で
も
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
猛
威
を
振
る
い 、
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稲
作
な
ど
に
大
き
な
被
害
を
及
ぼ
し
た。
坂
出
に
市
制
が
じ
か
れ
た
昭
和
十
七

年
に
は
九
月
二
十一
日、
暴
風
雨
の
た
め
琴
平
参
宮
電
鉄
坂
出
線
が、
青
ノ
山

北
麓
で
地
盤
が
崩
壊
し、
レ
ー
ル
が
宙
吊
り
と
な
っ
て、
電
車
は
四
ヵ
月
間
不

通
と
な
っ
た。
こ
の
年、
県
下
の
家
屋
浸
水
は
三
九
三
t

二
戸、
浸
水
稲
田
は
三

O
五一
お
に
及
ん
で
い
る。
終
戦
の
年、
昭
和
二
十
年
十
月
に
も
暴
風
の
た
め

高
松
l
壬
越
線
の
う
ち
大
崎
付
近
で
道
路
が
崩
落
し、
不
通
と
な
っ
て
い
る。

二
十一
年
七
月
九
日
に
は
集
中
豪
雨
と
高
潮
に
よ
り
坂
出
の
東
大
浜
塩
田
が
浸

水、
二
十
二
年
七
月
九
日
も
集
中
豪
雨、
二
十
四
年
七
月
三
十
日
は
ヘ
ス
タ
ー

台
風、
二
十
五
年
九
月
三
日
の
ジ
ェ
l
ン
台
風
で
は
松
山
村
中
村
上
地
区
の
村

道
が
崩
壊
し
松
山
小・
中
学
校・
幼
稚
園
で
は
屋
根
が
損
壊
し
て
い
る。
二
十

六
年
六
月
八
日
の
豪
雨
で
は
市
内
此
花
町
方
面
が
浸
水、
二
十
七
年
七
月一
1

三
日
の
集
中
豪
雨
（
二
0
0ミリ）
で
は
坂
出
市
街
地
の
浸
水
面
積
二一
O
お、

浸
水
家
屋
二
七
三
二
戸、
道
路
崩
壊
九
カ
所、
石
垣
崩
壊
六
カ
所、
橋
の
破
損

一一
カ
所、
山
崩
れ
四
カ
所、
暗
渠
の
破
損
五
ヵ
所
を
か
ぞ
え、
乃
生
塩
田
で
も

堤
防
が
損
壊
し、
峨
水
溜
や
釜
屋
に
も
被
害
が
生
じ
て
い
る。
県
下
の
被
害
額

は
五
億
七
0
0
0
万
円
と
報
告
さ
れ
て
い
る。
二
十
八
年
六
月
八
日
に
も
台
風

が
襲
来、
県
下
の
麦
作
に
被
害
を
及
ぼ
し、
そ
の
額
は一
O
億
八
五
O
O
万
円

と
推
定
さ
れ
た。
二
十
九
年
九
月
十
三
日
の
台
風一
三
号
で
は
県
下
の
被
害
二

一
億
八
O
O
O
万
円、
坂
出
市
内
で
も
堤
防
が
各
所
で
決
壊、
西
運
河
で
拡
張

工
事
中
の
堤
防
が
決
壊、
東
大
浜
も
浸
水
し、
臨
港
道
路
も
二
カ
所
で
決
壊
し

た。
こ
の
年
九
月
二
十
六
日
の
台
風一
五
号
で
は、
大
薮
塩
田
の
堤
防
が
決
壊

し
た。
そ
の
後
の
年
も
台
風
や
集
中
豪
雨
が
し
ば
し
ば
襲
来
し、～
そ
の
都
度
大

き
な
被
害
を
及
ぼ
し
て
い
る。

か

ル
ば
っ

皐
魅
と
水
不
足
、
讃
岐
で
は、
集
中
豪
雨
と
は
反
対
に、
皐
越・
日
照
り・

水
不
足
に
も
悩
ま
さ
れ
た。
戦
前
の
皐
魅
で
は
昭
和
九
（一
九
三
四）
年、
十

び
掛
け
ら
れ
た。
市
内
の
映
画
館
で
も
週
三
日
の
休
館、
あ
る
い
は
夜
間
営
業

の
休
止
を
申
し
合
わ
せ
て
い
る。

与さ

め

う

ら

水
不
足
を
解
消
す
る
た
め
に
ダ
ム
の
建
設
が
急
が
れ
た。
早
明
浦、
ダ
ム
の
建

設
は、
昭
和
三
十
八
年
建
設
省
が
実
施
計
画
の
調
査
を
行
い、
堤
高
を一
O
六

討
に
す
る
案
を
も
と
に
計
画
書
を
作
成
し、
間
四
十一
年
吉
野
川
総
合
開
発
審

議
会
に
諮
っ
て
い
る。
こ
れ
に
呼
応
し
て
香
川
県
で
も
四
十
二
年
に
は
「
香
川

用
水
調
査
事
務
所」
を
設
置
し、
活
動
を
開
始
し
た。
翌
四
十
三
年
十
月
に
香

川
用
水
の
起
工
式
が
行
わ
れ、
四
十
九
年
五
月
三
十
日、
暫
定
通
水
式、
五
十

年
六
月
か
ら
は
本
格
的
通
水
が
始
ま
り、
香
川
の
水
不
足
も
よ
う
や
く一
段
落

し、
解
消
に
向
か
う
大
き
な
決
め
手
と
な
っ
た。

香
川
用
水
と
と
も
に、
坂
出
に
と
っ
て
は
府
中
ダ
ム
の
建
設
が
欠
か
せ、
な

か
っ
た。
昭
和
三
十
八

ご
九
六
三）
年
五
月
二
十
六
日、
府
中
ダ
ム
建
設

事
務
所
が
府
中
町
新
宮
に
設

さ
れ、
翌
三
十
九
年
十
二
月
十

四
日
ダ
ム
工
事
に
着
手、
四
十

一
年
八
月
に
は
工
事
が
完
成
し

た。
四
十
二
年
三
月
二
十
七
日

に
貯
水
を
始
め、
日
量一
O
万

トン
の
貯
水
量
を
有
す
る
ダ
ム
と

な
り、
同
年
九
月
三
十
日
に
は

工
業
用
水
の
通
水
式
も
挙
行
さ

れ
た。
こ
の
年
は
番
の
州
に
誘

致
し
た
川
崎
重
工
業
坂
出
造
船

所
が
第一
船
「
紀
乃
川
丸」
の

造
船
を
開
始
し
た
年
で
あ
り、

四
（一
九
三
九）
年
の
場
合
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る。
昭
和
九
年
は
五
月
か
ら

九
月
に
か
け
て
降
雨
な
く、
八
月
二
十
九、
三
十
日
に
は
県
下
各
地
で
雨
乞
い

祈
願
が
行
わ
れ
た。
県
知
事
は
こ
十
九
日、
皐
魅
対
策
と
し
て
雨
雲
を
呼
び
寄

せ
る
た
め
善
通
寺
師
団
に
二
O
O
発
の
実
弾
射
撃
を
要
請
し、
こ
れ
を
受
け
て

師
団
で
は
山
砲
隊
に
大
麻
山
で
三
O
O
発
の
実
弾
射
撃
を
行
わ
せ
た。
し
か
し

雨
雲
を
呼
び
寄
せ
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た。
翌
三
十
日、
県
は
各
市
町
村
に

「
本
日
よ
り
三
日
間」
一
斉
に
雨
乞
い
祈
願
を
行
う
よ
う
示
達
し
た。
坂
出
で

も
笠
山・
津
ノ
山・
金
山・
城
山
な
ど
で
雨
乞
い
祈
願
の
焚
火
が
焚
か
れ
た。

降
雨
は
皮
肉
に
も
九
月
二
十一
日、
風
速
四
五
討
の
室
戸
台
風
と
な
っ
て
各
地

を
見
舞
っ
た。
そ
の
た
め
に
坂
出
警
察
署
管
内
で
も
建
物一
八
四
戸
が
倒
壊

し、
乃
生
岬
付
近
も
山
崩
れ、
道
路
が
不
通
と
な
っ
た。

昭
和
十
四
年
も
春
か
ら
降
雨
少
な
く、
七
月
頃
稲
の
枯
死
す
る
田
地
が
多
く

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た。
七
月
二
十
日、
綾
歌
郡
内
二
九
カ
町
村
で一
斉
に

雨
乞
い
祈
願
祭
を
執
行、
同
二
十
三
日
に
は
県
知
事
も
滝
宮
天
満
宮
で、
次
い

で
八
月一
1
三
日
に
は
菅
原
道
真
の
故
事
に
な
ら
っ
て
城
山
神
社
に
参
寵
し

た。
そ
の
努
力
も
空
し
く、
早
天
の
も
と
各
地
で
濯
概
用
の
水
争
い
が
生
じ
て

い
る。
学
校
の
児
童
に
は
水
を
土
瓶
や
水
筒
に
入
れ
て一
株
ず
つ
稲
に
掛
け
る

ど

び

ん

み

ず

よ
う
に
指
導
し
た
（
土
瓶
水）。
八
月
末、
県
は
日
照
り
に
よ
る
枯
渇
田
を一

0
0
0
町
歩、
被
害
田
は
三
万
町
歩
に
上
る
と
発
表、
坂
出
地
方
も
収
穫
米
不

作
は
六
割
に
上
る
と
言
わ
れ
た。

府
中
ダ
ム
・
早
明
浦
ダ
ム
の
築
造

水
不
足
は
稲
作
収
穫
の
不
作
を
も

た
ら
し
た
が、
同
時
に
市
民
の
生
活
や
工
業
用
水
の
水
不
足
と
な
っ
て、
多
方

面
に
影
響
を
及
ぼ
し
た。
昭
和
三
十
二
（一
九
四
七）
年
五
月
に
は、
水
不
足

に
よ
り
坂
出
市
内
で
は
上
水
道
を
時
間
給
水
に
切
り
替
え
て
い
る。
ま
た
同
年

八
月
に
は
水
力
発
電
に
頼
っ
て
い
た
電
力
が
低
下
し、
電
力
使
用
の
制
限
が
呼

14 

三
菱
化
成
工
業
や
四
国
電
力
火
力
発
電
所
と
誘
致
調
印
が
取
何十
交
わ
さ
れ
た
年

で
も
あ
る。

一

当
時
企
業
の
誘
致
を
図
っ
て
い
た
坂
出
市
は、
ダ
ム
建
設
の
始
ま
る
前
の

年、
昭
和
三
十
七
年
の
『
坂
出
市
報』
紙
に
お
い
て、
工
場
誘
致
を
兼
ね
た
市

の
P
R
文
と
し
て、
「
土
地
よ
し
・
人
よ
し
・
港
よ
し
・
た
だ一
つ
の
悩
み

う
た

水
不
足
解
消
へ

計
画
進
む」
と
謡
っ
て
い
た
が、
こ
こ
に
「
水
不
足
の
悩
み」

も、
次
第
に
解
消
へ
と
向
か
っ
て
い
た
の
で
あ
る。
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